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　世界各国の地方制度に英国が与えてきた影響は大きく、各国における制度や実態を理解するには、
その由来する英国の過去における制度や実態を把握することが有効である。そこで、現在の制度に繋
がっていると推測される1830年代から出発して英国での歴史を調査研究した。その際、フランスとド
イッでの歴史を参照することにより、何が一般的で、何が特殊英国的なのか、比較検討した。これら
各国の地方制度について国別の叙述は存在してきたが、今回、半年間の特別研究を頂いた機会に、そ
れらを横に並べた比較研究を試み、新たな視点からの地方自治とその歴史の探求を目指したものであ
る。
　特別研究にあたっては、当初は、与えて頂いた半年間の研究期間中に、まず英国を訪問して、各地
の地方史の現地調査を行なうとともに、研究者と意見交換すること、我国では情報を得られにくい参
考資料・文献の存否・所在等について調査すること、加えて、できれば仏・独両国も訪問して研究者
との意見交換をすることを計画したが、よんどころない事情により、期間中の訪欧そのものを断念せ
ざるをえなくなったため、我が国内に止まったままで可能な範囲での文献・資料の収集・読解と内容
分析による研究にとどめた次第である。
　なお、ドイツについては、長年、行政実務家の立場から、その地方自治の制度と実態を調査研究し
てこられた石川義憲氏（自治省・総務省OBで、元JETROデュッセルドルフ事務所駐在員）に、関係
資料の選定・収集とその主要部分を抜粋しての邦訳を依頼して、多大な協力と助言を頂くことによっ
て、基本的な情報の獲得・解読・選別などすることができた。
　英国地方制度の歴史は、1830年代の救貧法改正と都市自治体法の制定が大きな転換点である。今回
の研究は、それ以降の歴史的な推移を中心とするが、それ以前の状況も併せて見ることが英国のより
深い理解に繋がるとともに、英米系諸国での現況の理解に資することになる。
　そうした観点から、まず、17世紀初頭の救貧法に遡る。そこから1830年代に至る間には、さまざま
な地方行政主体が設定されており、パリッシュ、カウンティ、バラ、さらに行政特別組織という類型
ごとにその推移を見た。これらの行政主体は、産業革命などに起因する社会経済的な変動の波に対処
し切れず、抜本的に改革されることとなる。
　1830年代に2つの抜本的な改革が行われる。第1は1834年の救貧法改正、第2は1835年の都市自治
体法である。前者は機能不全状態だった救貧行政を中央統制強化によって立て直し、また後者は地方
自治組織の効率化と民主化を進めた。いずれも伝統的自治と近代的な効率性・民主政の要請との問で
の相克という今日にまで連なる論点を提示している。
　1840年代には公衆保健衛生の問題が深刻化し、各種立法と地方制度の改革が進められた。社会改良
家たちが「公衆保健衛生運動」を展開し、新しい地方行政主体によって生活環境の整備が進められる。
1848年公衆保健衛生法は、各地の行政特別組織などに付与されてきた種々の権能を総合化して、基本
的地方自治単位が公衆保健衛生にかかる総合的な権能を掌握できるようになった。
　1858年には、地方行政法により中央統制の体制が整備される。また1875年公衆保健衛生法は、従前
の40以上に及ぶ法律を総合的・体系的に集大成した。ロンドンを除くイングランt；の全域が市街地と
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農村部の保健衛生区によってカバーされ、保健衛生関係の地方行政が一元的に所掌される体制が整っ
た。
　19世紀中頃には地方行政の担当する分野が拡大したが、新しい分野は既存の地方行政単位が所管す
るのではなく、個別分野ごとに特別の主体が形成されることが多かった。立法は、個別の分野に関す
る地方行政組織を別々に生み、全体としては地方制度が複雑化して、「混沌とした行政区域、混沌とし
た選挙権、混沌とした行政当局、そして混沌とした資産税」と表現されるほどになる。
　一方、広域レベルの地方行政主体たるカウンティの行政は、中央政府が任命する治安判事たちが掌
握したままであり、民主主義的な制度とは言えなかった。それが改革されるのは、「カウンティ議会法」
とも通称された1888年地方自治法が制定され、直接公選による民主的なカウンティ議会の制度が採用
されてである。それは「特定階級のみによる統治の最後の陣地」を無くし、「代表民主政の原理がイン
グランドにおける行政のあらゆる分野に拡大された」と評される改革だった。
　基礎レベルも1894年地方自治法によって改革された。市街地と農村部の衛生区を再編成して「市街
地ディストリクト」と「農村ディストリクト」とし、各々に「ディストリクト議会」を設置して総合的な
地方自治行政主体とした。
　1894年法と1888年法は、その後1970年代の地方制度改革に至るまで80年の長きにわたってイングラ
ンドにおける地方制度の基礎法となり、1830年代半ば以降の数々の改革の動きは、ここに至って完結
する。
　本報告では、研究の実施状況と英国での地方制度の推移に限って概略を記したが、特別研究では仏・
独両国での推移をも視野に入れた調査研究を行っており、報告論文は、英国における近代的地方制度
の形成と特色をテーマとしつつも、その中で仏・独との比較による考察を加えて、新しい視点からの
歴史研究としている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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